
■あんなことも、あったこの一年・‥P2

■町のわだい

』教育コーナー

■お知らせ

1人の動き・元気ですヤング………P16 還萱こうふ

師走に

にぎわう朝市
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ゐ
ん
な
こ
と
も
、

こ
ん
な
こ
と
も
奉
っ
た
こ
の
】
年

2）

今
年
は
何
ん
と
い
っ
て
も
、
史

上
空
前
の
大
災
害
を
も
た
ら
し
た

阪
神
大
震
災
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

一
月
十
七
日
に
起
こ
っ
た
大
震

災
で
、
本
町
は
県
下
の
ト
ッ
プ
を

切
っ
て
翌
日
の
十
八
日
に
一
早
く

救
援
物
資
を
輸
送
。
町
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
異
心
の
支
援
を
受
け
て
、

四
回
の
救
援
物
資
を
輸
送
し
ま
し

た
。三
月
に
は
、
こ
の
真
心
の
支
援

に
対
し
て
神
戸
か
ら
数
々
の
感
謝

状
を
い
た
だ
い
た
上
、
六
月
一
日

に
は
神
戸
市
魚
崎
町
協
議
会
の
皆

さ
ん
が
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

桜
咲
く
四
月
。
江
尾
小
学
校
校

舎
（
改
築
）
と
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

が
完
成
し
ま
し
た
。
校
舎
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
（
九
七
六

・
二
平
方
㍍
）
　
と
一
七
四
席
を
も

つ
学
校
食
堂
。
そ
れ
に
鉄
筋
平
屋

建
　
（
二
八
七
・
八
平
方
㍍
）
　
の
学
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校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
お
目
見
え
し

ま
し
た
。
校
舎
の
側
面
を
飾
る
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
と
て
も
印
象
的

で
す
。ま
た
、
今
年
は
選
挙
の
年
。
四

月
に
は
県
知
事
選
挙
、
七
月
に
は

参
議
院
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
、
製
造
販
売
を
始
め

た
奥
大
山
の
水
が
県
の
特
産
品
の

な
か
か
ら
選
ば
れ
、
広
島
市
民
球

場
で
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
に
を
り
ま

し
た
。
特
に
、
広
島
カ
ー
プ
の
四

番
打
者
の
江
藤
選
手
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
。
そ
の
江
藤
選
手
は
今
シ
ー

ズ
ン
見
事
に
七
・
リ
ー
グ
の
ホ
ー

ム
ラ
ン
と
打
点
部
門
で
二
冠
王
に

輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
に
大
型
の
設
備
が

誕
生
し
た
年
で
し
た
。

清
化
園
で
は
汚
泥
処
理
施
設
が

完
成
（
事
業
費
三
億
四
千
万
円
）
し
、

ま
た
、
中
国
電
力
俣
野
川
発
電
所

の
発
電
施
設
四
号
機
が
完
成
し
、

六
月
二
日
か
ら
出
力
三
〇
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
の
発
電
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
七
月
二
十
日
に
は
、
町
は
じ
ま

っ
て
以
来
の
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、

町
内
い
た
る
所
で
集
中
的
に
災
害

が
発
生
。
消
防
団
を
は
じ
め
被
害

を
受
け
た
方
々
は
一
昼
夜
、
災
害

復
旧
に
奔
走
し
ま
し
た
。

（3）
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八
月
五
日
～
九
日
に
か
け
て
、
　
射

全
国
高
校
総
体
登
山
競
技
が
大
山

周
辺
一
帯
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

し
　
∴
㍉
∵
∵
．
㍉
工

だ
　
ち
は
大
山
の
大
自
然
を
満
喫
し
を

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
に
力
を

〟
　
注
い
で
い
ま
し
た
。

九
月
十
九
日
に
は
、
江
尾
駅
構

内
に
若
者
定
住
対
策
と
地
域
活
性

化
の
拠
点
と
し
て
、
チ
ロ
ル
の
里

多
目
的
施
設
の
建
設
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

総
事
業
費
一
億
二
千
万
円
、
鉄

骨
二
階
建
（
延
面
積
三
七
四
、
八
平

方
㍍
）
　
の
チ
ロ
ル
風
の
建
物
は
来

春
の
完
成
を
目
指
し
、
今
急
ピ
ッ

チ
に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
新
し
い
施
設
と
し

て
、
水
工
場
の
隣
り
に
、
奥
大
山

の
水
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ヨ
ー
デ
ル

館
」
が
オ
ー
プ
ン
。
奥
大
山
の
水

の
製
造
工
程
や
世
界
の
水
を
ど
も

展
示
し
て
あ
る
ほ
か
喫
茶
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
佐
川
地
内
に
は
三
戸
の

町
営
住
宅
が
完
成
し
た
ほ
か
武
庫

地
内
に
も
交
流
セ
ン
タ
ー
が
お
目

見
え
し
ま
し
た
。

本
年
は
防
災
に
対
す
る
意
識
が

一
層
高
ま
る
を
か
、
町
で
は
昨
年

来
か
ら
集
落
の
代
表
に
集
ま
っ
て
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い
た
だ
き
、
防
災
会
議
を
開
催
し

関
係
機
関
と
も
協
調
を
か
さ
ね
て

防
災
計
画
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

一
冊
の
本
と
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
は
県
を
上
げ
て
、

韓
国
と
の
交
流
が
進
む
な
か
で
、

町
の
各
施
設
を
視
察
に
、
韓
国
・

江
原
道
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
か

ら
多
く
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
、
近
代

的
施
設
に
大
い
に
感
心
し
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
十
月
十
日
に
は
、
二

・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
規
模
を
誇
る

せ
せ
ら
ぎ
公
園
が
江
尾
・
船
谷
地

区
に
完
成
し
ま
し
た
。

公
園
内
に
は
、
七
〇
〇
〇
平
方

㍍
の
あ
や
め
園
を
は
じ
め
遊
歩
道
、

ほ
た
る
水
路
を
ど
や
公
園
を
一
望

で
き
る
管
理
棟
も
完
成
し
ま
し
た
。

親
子
で
、
友
達
同
士
で
、
ゆ
っ

た
り
で
き
る
や
す
ら
ぎ
の
場
が
お

目
見
え
し
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
二
日
に
は
、
川
筋

地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
が
完
成

し
、
そ
の
供
用
開
始
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
町
内
で
初
め
て
と
な
る

集
落
排
水
は
、
全
国
各
地
か
ら
そ

の
シ
ス
テ
ム
に
注
目
が
集
ま
り
、

ひ
っ
き
り
な
し
に
視
察
者
が
殺
到

し
て
い
ま
す
。

本
年
も
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
一

年
で
し
た
。

5
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▲「ぼくにもできるよ」ともちをつく参加者

第
3

4
回
農
林
水
産
祭

大
地
と
海
の
め
ぐ
み

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

林
原
、
集
落
と
し
て
県
下
初
の
知
事
表
彰

‘‘つきたてのおもちをぜんざいで，，

アットホームなカサラフアーム収穫祭

紅
葉
映
え
る
笠
長
原
周
辺
で
十

一
月
五
日
、
カ
サ
ラ
フ
ァ
ー
ム
収

穫
祭
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
約
五
十

人
の
契
約
者
の
皆
さ
ん
は
、
つ
き

た
て
の
餅
や
温
か
い
汁
を
い
た
だ

き
を
が
ら
、
秋
の
ひ
と
と
き
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

柿原地区
代表奥田親雄も

しめやかに

町慰霊祭行う
戦後50周年の意義込めて

十
一
月
一
日
、
町
慰
霊
祭
が
山
　
㈲

村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。本
年
、
仏
式
で
営
ま
れ
た
慰
霊

祭
は
厳
粛
に
読
経
が
流
れ
る
を
か

遺
族
、
関
係
者
が
焼
香
し
、
亡
き

家
族
を
弔
っ
て
い
ま
し
た
。

戦
後
五
十
年
と
い
う
意
義
あ
る

時
を
迎
え
、
い
ま
わ
し
き
過
去
を

再
び
繰
り
返
さ
を
い
た
め
に
も
遺

族
の
方
々
の
祈
り
も
一
段
と
感
慨

深
げ
で
し
た
。

▲みんなで楽しく収穫で

十
一
月
十
一
日
、
十
二

日
の
二
日
間
、
鳥
取
市
の

布
勢
運
動
公
園
で
第
三
十

四
回
県
農
林
水
産
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
は
、
大
地
と

海
の
め
ぐ
み
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
と
銘
打
っ
た
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
。
な
か
で
も
、

目
を
引
い
た
の
は
、
ハ
ン

マ
ー
プ
ラ
イ
ス
と
題
し
た

¢

特
産
品
の
静
り
が
を
ご
や

か
を
雰
囲
気
の
な
か
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
折
、
功
績

の
あ
っ
た
農
業
関
係
者
を

表
彰
。
町
で
は
、
優
良
農

林
水
産
業
者
と
し
て
御
机

の
高
津
道
書
㌔
、
柿
原
地

区
（
代
表
奥
田
親
雄
㌔
）
が

ぬ
く
も
り
の
あ
る
村
づ
く

り
賞
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

▲祈りを込めて焼香するご遺族や関係者の皆さん
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集
会
所
完
成

百
両
器
禦
里
張

十
月
三
十
日
、
吉
原
活

性
化
施
設
の
竣
工
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
中
山
間
地
域

農
村
活
性
化
総
合
整
備
事

業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
、
総
事
業
費
約

三
千
万
円
、
木
造
平
屋
建

一
五
九
平
方
メ
ー
ト
ル
。

施
設
の
な
か
に
は
、
大
会

議
室
　
（
二
一
畳
）
、
研
修
室

（
一
五
畳
）
、
調
理
実
習
室

を
ど
が
あ
り
ま
す
。

真
新
し
い
地
区
の
施
設
が

ま
た
ひ
と
つ
町
内
に
誕
生
し

ま
し
た
。

農業集落排水

いよいよ

スタート

＝供用開始式＝

▲完成した真新しい集会所

▲テープカットをする関係者（終末処理場）

下
蚊
屋
ダ
ム
ふ
れ
あ
い
大
会

－
下
蚊
屋
・
助
沢
－

み
ん
な
で
楽
し
く
運
動
会

十
一
月
二
十
二
日
、
川

筋
地
区
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
の
供
用
開
始
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

川
筋
地
区
八
集
落
が
一

体
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
事

業
で
、
総
事
業
費
約
十
三

億
円
、
管
路
総
延
長
一
一

四
五
〇
㍍
、
終
末
処
理
場

な
ど
の
施
設
を
完
備
し
て

い
ま
す
。

処
理
方
式
と
し
て
回
分

式
を
取
り
入
れ
、
臭
い
の

少
を
い
施
設
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。

十
月
二
十
九
日
、
下
蚊
屋

集
落
の
下
側
の
特
設
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
下
蚊
屋
ダ
ム
ふ
れ
あ

い
大
会
運
動
会
が
に
ぎ
や
か

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
特
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

ダ
ム
完
成
後
、
水
没
す
る
た

め
こ
の
場
所
で
の
運
動
会
は

最
初
で
最
後
に
在
る
も
の
。

こ
れ
は
、
下
蚊
屋
ダ
ム
企

業
体
と
農
林
水
産
省
大
山
山

麓
事
業
所
が
地
元
の
下
蚊
屋
、

助
沢
の
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け

て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
花
吹

雪
、
リ
レ
ー
な
ど
の
八
競
技

が
楽
し
く
行
わ
れ
ま
し
た
。
仰
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文
化
講
演
会

音
楽
芸
能
発
表
会

▲ユーモアたっぷりの講演

い
た
』
　
で
お
馴
染
み
の
、

マ
イ
ク
眞
木
さ
ん
で
し

た
。芸
能
界
に
入
っ
た
き

っ
か
け
や
自
分
の
ユ
ニ

ー
ク
を
子
育
て
、
ア
ウ

ト
ド
ア
ラ
イ
フ
で
の
出

来
事
を
ど
、
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
て
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
名
曲
　
『
バ
ラ

が
咲
い
た
』
を
マ
イ
ク

文
化
講
演
会
と
音
楽
芸
能
発
表

会
を
十
月
二
十
九
日
（
日
）
山
村

開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

文
化
講
演
会
は
、
『
バ
ラ
が
咲

眞
木
さ
ん
自
身
の
ギ
タ
ー
演
奏
で

参
加
者
全
員
で
大
合
唱
し
ま
し
た
。

文
化
講
演
会
の
後
は
音
楽
芸
能

発
表
会
で
す
。
こ
れ
は
日
頃
音
楽

色紙プレゼント
マイク眞木さんの色紙10枚

と、同和教育研究集会で講演
された、露の新治さんの色紙

3枚プレゼントします。必ず

ハガキで応募してください。
〒689－44　日野郡江府町江尾505

江府町教育委員会
住所・氏名・年齢明記のこと
※どちらの色紙がほしいか書いてください。

▲講座のようす

ル
場
と
し
て
使
用
さ
れ
　
㈲

て
い
る
場
所
で
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
の
み
を
さ
ん

は
　
「
初
め
て
や
っ
た
ス

ポ
ー
ツ
を
の
で
新
鮮
で

す
ね
」
　
「
け
っ
こ
う
歩

く
の
で
運
動
量
が
見
た

目
よ
り
ま
あ
る
か
を
」

を
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

十
月
二
十
九
日
（
日
）

池
の
内
常
盤
会
（
加
藤
寿

名
男
会
長
）
主
催
で
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
講
習
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

普
段
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
1

し
た
。
出
張
講
座
は
、
今
年
は
こ
れ
ま

で
に
小
江
尾
老
人
ク
ラ
ブ
と
、
今

回
の
池
の
内
常
盤
会
の
二
回
で
す
。

芸
能
活
動
を
し
て
お
ら
れ
る

町
内
の
方
の
発
表
の
場
を
持

ち
、
今
後
の
活
動
の
励
み
に

し
て
い
た
だ
こ
う
と
開
催
し

今
年
で
六
回
目
に
在
り
ま
し

た
。出
演
者
は
江
府
中
学
校
吹

奏
楽
部
、
う
ぐ
い
す
会
、
す

ず
め
会
、
ア
イ
リ
ス
合
唱
団
、

伯
蓄
天
神
ば
や
し
太
鼓
と
、

多
種
多
様
に
わ
た
り
子
ど
も

か
ら
、
お
年
寄
り
ま
で
楽
し

め
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。¢

平
成
七
年
度
青
少
年
保
護
育
成
巡
回
活
動
懇
談
会

▲芸能発表会一安来節

十
一
月
九
日
（
木
）
青
少
年
保
護

育
成
巡
回
活
動
懇
談
会
が
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
主
催
‥
青
少
年
育
成
江
府
町
民
会
議
・

青
少
年
育
成
鳥
取
県
民
会
議
・
鳥
取
県
）

会
に
先
立
ち
、
総
務
庁
長
官
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
手
交
が
あ
り
ま

し
た
。懇
談
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
つ
い
て
問
題
提
起
が
あ
り

日
頃
の
青
少
年
育
成
に
つ
い
て
意

見
を
交
換
し
ま
し
た
。
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江
府
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

⑳

部
の
四
つ
の
部
に
分
か
れ
て
競
技

十
一
月
二
十
三
日
、
町
運
動
公

園
総
合
体
育
館
で
江
府
町
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

男
子
、
女
子
、
混
成
、
ミ
ニ
の

▲ブロック．1／

し
ま
し
た
。

り
で
す
。

男
子
の
部

第
一
位

第
二
位

第
三
位

女
子
の
部

第
一
位

第
二
位

第
三
位

混
成
の
部

第
一
位

第
二
位

ミ
ニ
の
部

第
一
位

大
会
結
果
は
次
の
通

小
江
尾

新
道
・
一
旦
A

新
道
・
一
旦
B

新
町
一
丁
目

小
江
尾

柿
原

大
河
原
・
袋
原
連
合

小
江
尾

柿
原

▲やった～江府消防署チーム

十
月
二
十
六
日
か
ら
十

一
月
十
二
日
の
間
に
職
域
、

小
学
生
、
地
域
と
三
つ
の

凱
卓
球
大
会
が
町
運
動
公
園

の
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ

域
ま
し
た
。
三
つ
の
大
会
と

●

十
月
二
十
九
日

小
学
生
の
部
　
（
個
人
）

男
子
の
部

優
　
勝
　
加
藤
義
和
（
俣
野
小
）

準
優
勝
　
藤
原
佑
介
（
俣
野
小
）

第
三
位
　
川
上
洋
一
（
米
沢
小
）

第
三
位
　
林
　
弘
一
（
米
沢
小
）

女
子
の
部

優
　
勝
　
岡
田
幸
恵
（
江
尾
小
）

準
優
勝
　
森
田
　
歩
（
江
尾
小
）

第
三
位
　
藤
原
美
咲
恵
（
俣
野
小
）

第
三
位
　
佐
々
木
さ
や
か
亡
（
明
倫
小
）

十
一
月
十
二
日

′．㌢
▲地域の部のようす

地

も
三
十
四
回
を
数
え
る
歴

生
史
の
あ
る
大
会
で
す
。

学

大
会
結
果

第
三
回
ふ
れ
あ
い
文
化
祭

域
十
月
二
十
六
・
二
十
七
日

㈹
職
域
の
部
（
団
体
）

▲力作ぞろいの作品展

十
一
月
十
一
日
か
ら
十
三
日
の

三
日
間
、
新
道
会
館
で
第
三
回
ふ

れ
あ
い
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
（
主
催
‥
睦
美
会
、
宇
田
川

勉
会
長
）「
多
く
の
み
を
さ
ん
か
ら
作
品

を
出
展
し
て
い
た
だ
き
開
催
で
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
会
長
さ
ん
。

ま
た
会
場
で
は
、
恒
例
の
抹
茶

サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

会
男
子
の
部

大
優
　
勝

輔
㍉

女
子
の
部

優
　
勝

準
優
勝

第
三
位

江
府
消
防
署

前
田
左
官

役
場
ピ
ン
キ
ー

ズ役
場
キ
ラ
ー
ズ

1
A
江
府

さ
わ
や
か
レ
デ

ィ

ー

ス

地
域
の
部

優
　
勝

準
優
勝

第
三
位

第
三
位

女
子
の
部

優
　
勝

準
優
勝

第
三
位

地
域
の
部

優
　
勝

準
優
勝

第
三
位

第
三
位

女
子
の
部

優
　
勝

準
優
勝

第
三
位

（
団
体
）

本
町
一
丁
目

柿
原
本
町
二
丁
目

洲
河
崎

貝
田
本
町
二
丁
目

柿
原（個
人
）
　
男
子
の
部

森
　
幸
広

清
水
和
也

原
　
義
博

徳
岡
貴
史

小
倉
郁
子

川
端
英
子

森
田
理
香

第
三
位

徳
岡
睦
美

セ
ミ
シ
ニ
ア
の
部

優
　
勝
　
本
高
良
三

準
優
勝
　
浜
田
泰
文

第
三
位
　
川
端
一
美

第
三
位
　
藤
原
　
薫

シ
ニ
ア
の
部

優
　
勝
　
前
田
寿
信

準
優
勝
　
篠
田
修
身

第
三
位
　
上
原
大
介

ベ
テ
ラ
ン
の
部

優
　
勝
　
仲
嶋
勝
利

準
優
勝
　
遠
藤
康
三

第
三
位
　
野
田
克
人

婦
人
の
部

優
　
勝
　
岡
田
典
枝

準
優
勝
　
奥
田
佳
子

第
三
位
　
森
田
愛
子

第
三
位
　
遠
藤
　
恵

女
子
ベ
テ
ラ
ン
の
部

優
　
勝
　
関
内
菅
子

準
優
勝
　
山
本
富
美
子

第
三
位
　
遠
藤
満
枝

（9
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十
一
月
十
五
日
（
水
）
、
江
府

町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

「
江
府
町
同
和
教
育
研
究
集
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
一
回
目
を
迎
え
る
今
年
は

講
師
に
関
西
の
落
語
家
「
露
の
新

治
」
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

研
究
集
会
の
内
容
を
」
紹
介
し
ま
す
。

〔
講
演
会
〕

講
師
の
　
「
露
の
新
治
」
さ
ん
は

大
阪
市
生
ま
れ
で
、
現
在
は
奈
良

市
に
お
住
ま
い
で
す
。
関
西
を
中

心
に
大
活
躍
。
特
に
人
権
問
題
を

テ
ー
マ
に
し
た
　
「
人
権
落
語
」
は

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
講
演
で
は
、
自
分

の
子
供
が
本
来
持
っ
て
い
る
長
所
、

個
性
に
蓋
を
し
て
い
る
の
で
は
を

い
か
。
社
会
生
活
の
中
に
お
い
て
も
他

人
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
安

心
を
得
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の

比
べ
る
こ
と
が
、
他
の
差
別
を
生

む
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

の
少
年
時
代
か
ら
の
生
い

立
ち
を
追
っ
て
、
二
時
間

あ
ま
り
に
わ
た
っ
て
時
に

は
笑
い
を
交
え
、
熱
弁
を

ふ
る
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
の
社
会
は
い
ろ
い

ろ
を
場
面
で
比
べ
る
社
会

で
あ
竃
。
学
歴
に
よ
る
比

較
、
世
間
体
か
ら
く
る
比

較
、
兄
弟
同
志
の
比
較
。

私
た
ち
は
社
会
生
活
・

家
庭
生
活
の
中
で
無
意
識

の
う
ち
に
比
較
す
る
こ
と

に
行
動
の
基
準
を
お
い
て

い
る
の
で
は
を
い
か
。

子
育
て
に
お
い
て
も
、

兄
弟
と
比
較
し
た
り
、
又

近
所
の
子
供
と
比
較
し
た

り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

l

〔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〕

「
身
の
回
り
の
差
別
の
現
状
と

差
別
を
な
く
す
た
め
の
実
践
活
動
」

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

意
見
発
表
を
お
こ
な
う
形
で
、
仲

嶋
眞
道
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
司

会
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

五
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
ご
意
見

の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

○
大
羽
和
弘
氏

フ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
会
会
長

障
害
者
は
、
特
定
の
場
所
に
隔

離
さ
れ
、
見
え
る
形
が
お
か
し
い

と
し
て
世
間
か
ら
疎
外
さ
れ
て
来

た
。
そ
の
中
で
　
「
障
害
者
の
あ
る

が
ま
ま
の
姿
を
認
め
、
社
会
に
自

分
か
ら
出
て
行
く
こ
と
」
を
強
く

願
い
活
動
し
て
い
る
。

米
子
市
内
の
公
共
施
設
の
点
検

を
し
、
行
政
に
要
望
す
る
を
ど
の

行
動
に
よ
り
、
既
成
事
実
の
積
み

上
げ
を
大
切
に
し
て
い
る
。

○
上
前
梅
夫
氏

（
藁
放
同
盟
鳥
取
県
連
合
会
副
書
基

同
和
問
題
の
本
質
は
、
「
正
し
く

部
落
問
題
を
理
解
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。

あ
い
ま
い
を
部
落
差
別
の
歴
史

観
や
差
別
の
現
実
を
正
し
く
把
捉

し
て
い
な
い
状
況
か
ら
、
今
も
心

理
的
を
差
別
は
続
い
て
い
る
。

差
別
意
識
の
解
消
に
は
教
育
・

就
職
の
機
会
均
等
が
重
要
を
課
題

で
あ
る
。

○
金
　
相
達
氏

毒
日
明
解
総
連
合
会
鳥
取
県
本
部
常
任
委
員
会
委
員
長
）

在
日
朝
鮮
人
は
、
日
本
の
植
民

地
支
配
の
結
果
生
じ
た
侵
略
の
歴

史
が
も
た
ら
し
た
産
物
で
あ
る
。

法
律
的
に
、
行
政
的
に
、
社
会

的
に
、
日
本
人
の
心
の
中
に
差
別

意
識
が
残
っ
て
い
る
。

⑳

根
本
的
に
解
消
す
る
た
め
に
は
、
川

日
本
と
朝
鮮
の
間
に
お
け
る
近
代

史
に
お
け
る
歴
史
観
の
確
立
と
日

本
政
府
・
行
政
の
立
場
で
自
ら
が

調
査
し
、
公
開
す
る
こ
と
を
切
に

願
っ
て
い
る
。

○
越
峠
恵
美
子
氏

（
江
府
町
女
性
題
地
彗
蛋
蓋
要
塞

第
四
回
世
界
女
性
会
議
の
主
題

「
平
等
・
開
発
・
平
和
へ
の
行
動
」

は
、
女
性
問
題
に
つ
い
て
認
識
か

ら
行
動
の
時
代
へ
の
展
開
を
意
味

し
て
い
る
。
し
か
し
、
女
性
解
放

の
実
態
は
厳
し
く
、
進
展
し
て
い

を
い
。
本
会
議
を
通
し
て
、
差
別
に

正
面
か
ら
向
き
合
い
、
心
の
叫
び

を
訴
え
た
女
性
た
ち
の
勇
気
を
学

ん
だ
。
勇
気
あ
る
行
動
を
伝
え
た
い
。

○
中
尾
雄
三
郎
氏

（
江
府
町
部
落
差
別
撤
廃
と

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
る
重
言
長

県
下
に
先
が
け
、
「
部
落
差
別

撤
廃
と
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す

る
条
例
」
が
制
定
、
施
行
と
な
り
、

「
今
後
の
取
り
組
み
」
が
審
議
会

よ
り
答
申
さ
れ
、
部
落
解
放
基
本

法
制
定
を
中
心
課
題
と
し
、
諸
課

題
を
提
言
し
た
。

当
面
の
課
題
と
し
て
、
部
落
生

活
実
態
調
査
の
準
備
等
積
極
的
に

推
進
し
て
い
る
の
で
、
町
民
の
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。
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⑳

同
和
教
育
啓
発
資
料

「
あ
か
る
い
こ
こ
ろ
」
第
六
集
発
刊
／

同
和
教
育
啓
発
資
料
「
あ
か
る

い
こ
こ
ろ
」
第
六
集
が
出
来
上
が

り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
啓
発
資
料
編
集
委
員

会
に
よ
り
企
画
制
作
さ
れ
た
も
の

で
、
今
回
で
六
冊
目
の
啓
発
資
料

と
在
り
、
町
内
の
全
家
庭
に
配
布

さ
れ
ま
す
。

「
あ
か
る
い
こ
こ
ろ
」
は
、
差

別
の
を
い
明
る
い
社
会
を
め
ざ
し
、

自
分
自
身
の
こ
こ
ろ
の
奥
を
見
つ

め
る
こ
と
を
願
い
編
集
さ
れ
ま
し

た
。資
料
の
中
に
描
か
れ
て
い
る
さ

し
絵
の
一
つ
ひ
と
つ
に
も
、
そ
の

思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
六
集
は
今
ま
で
と
同
じ
よ
う

に
三
部
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
一
部
は
、
大
正
期
に
お
け
る

部
落
差
別
の
歴
史
で
す
。

大
正
七
年
、
日
本
の
歴
史
上
最

大
の
民
衆
の
立
ち
上
が
り
と
を
り

「
全
国
水
平
社
」
創
立
の
き
っ
か

け
と
在
っ
た
　
「
米
騒
動
」
や
、
日

本
で
始
め
て
の
人
権
宣
言
と
言
わ

れ
て
い
る
　
「
水
平
社
宣
言
」
が
取

り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
二
部
は
、
「
寝
た
子
を
起
こ

す
な
論
」
で
す
。

「
も
う
部
落
差
別
は
を
く
怒
っ

た
の
で
は
」
　
「
そ
っ
と
し
て
お
け

ば
な
く
な
る
の
で
は
」
と
い
う
考

え
方
の
人
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん

お
ら
れ
ま
す
。

▲第6集までそろった「あかるいこころ」

最
近
は
以
前
の
よ
う
に
、
動
作

や
し
ぐ
さ
、
こ
と
ば
等
の
態
度
で

表
す
差
別
的
行
為
は
少
を
く
在
り

ま
し
た
。

け
れ
ど
も
、
落
書
、
投
書
、
手

紙
等
犯
人
不
明
の
陰
湿
を
差
別
を

繰
り
返
す
と
い
う
悪
質
を
事
例
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
結
婚
に
お
け
る
部
落
差

別
も
根
深
い
問
題
と
在
っ
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
を
事
実
を
認
識
し
た

上
で
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
し
、

研
修
や
啓
発
に
自
ら
進
ん
で
努
め

を
け
れ
ば
怒
ら
を
い
と
思
い
ま
す
。

第
三
部
は
、
ね
た
み
意
識
の
問

題
で
す
。

だ
れ
で
も
人
を
ね
た
む
こ
と
は

よ
く
な
い
と
知
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
人
に
先
を
こ
さ
れ
た
り
す
る

と
　
「
ね
た
み
」
の
意
識
が
働
く
の

で
す
。永
い
間
に
培
わ
れ
て
き
た
世
間

体
や
既
成
概
念
や
お
ろ
か
を
常
識

に
は
予
断
と
偏
見
が
満
ち
て
い
ま

す
。常
に
見
え
隠
れ
す
る
差
別
意
識

を
洗
い
流
す
た
め
に
は
、
お
か
し

い
と
思
う
疑
問
点
が
出
れ
ば
、
ま

ず
声
に
出
し
て
話
し
合
っ
て
み
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。「
あ
か
る
い
こ
こ
ろ
」
が
各
家

庭
で
の
話
し
合
い
に
、
お
役
に
立

て
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
　
「
あ
か
る
い
こ
こ
ろ
」
　
の
一

集
か
ら
五
集
ま
で
の
残
部
が
あ
り

ま
す
の
で
、
入
用
の
方
は
教
育
委

員
会
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
）

●
史
芯
莞
脚
診
丸
首
旦
器

指
定
文
化
財

横
田
内
膳
正
村
詮
の

裁
許
状

所
有
者
－
久
遠
区
長

横
田
内
膳
正
村
詮
は
、
米
子
城

の
城
主
中
村
家
の
家
老
で
、
幼
い

城
主
中
村
一
息
を
補
佐
し
、
政
治

的
手
腕
に
優
れ
て
い
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
書
状
は
江
府
町
内
の
佐
川

と
美
女
石
の
境
界
争
い
に
つ
い
て

裁
断
を
く
だ
し
た
も
の
で
す
。

己
以

裁
許
状
の
用
紙
は
、
縦
三
十
一
・

八
セ
ン
チ
、
横
四
十
七
・
五
セ
ン

チ
の
和
紙
で
、
横
に
二
つ
折
り
に

し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
当
時
の
作

法
に
よ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

書
状
の
下
半
分
を
白
紙
に
し
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
在
で
も

手
紙
を
書
く
時
に
白
紙
を
一
枚
重

ね
る
習
慣
が
あ
り
、
こ
れ
と
意
味

を
同
じ
く
す
る
も
の
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

横
田
内
膳
正
村
詮
は
有
能
な
人

で
し
た
が
、
後
に
主
君
の
一
息
に

よ
り
惨
殺
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
世

に
い
う
「
米
子
城
騒
動
」
　
に
発
展

し
、
中
村
家
は
断
絶
の
運
命
を
た

ど
る
こ
と
に
在
り
ま
す
。

可申　目　論女下

成付着地石安

其候　日　之従井

意　己野由佐之

老来川候川　内

也　　切境　　美

内
膳
正
村
詮
（
花
押
う
）

丑
　
五
月
　
日

下
安
井
役
人
太
郎
左
衛
門

（11
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生涯学習

推進大会

を私る

去
る
十
月
二
十
八
日
夜
　
「
明
日

に
生
き
る
私
を
求
め
て
」
と
題
し

て
広
島
大
学
・
土
井
利
樹
先
生
の

生
涯
学
習
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
今
回
は
こ
の
内
容
に

つ
い
て
簡
単
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。

私
達
は
往
々
に
し
て
学
習
と
い

う
と
机
に
向
っ
て
興
味
の
有
無
に

関
係
を
く
教
え
ら
れ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
が
、
生
涯
学
習
は
強

制
さ
れ
て
や
る
も
の
で
は
な
く
、

自
分
の
興
味
や
関
心
に
従
っ
て
自

発
的
に
行
う
学
習
で
あ
っ
て
、
単

に
知
識
や
技
術
の
習
得
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
を
通
し
て
心
に
ゆ
と
り

が
生
れ
、
楽
し
く
豊
か
な
生
活
を

求
め
る
よ
う
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
旨
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
高
校
で
は
農
業
に
つ
い
て

専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
教
え
る

が
、
た
と
え
、
そ
れ
が
最
新
の
も

の
で
あ
っ
て
も
い
つ
ま
で
も
新
し

亀

▲講師は広島大学の土井先生です。

く
は
な
く
、
社
会
の
変
化
や
技
術

の
進
歩
に
よ
っ
て
す
ぐ
に
古
く
な

っ
て
し
ま
う
。
有
効
に
使
え
る
の

が
せ
い
ぜ
い
数
年
の
も
の
で
あ
る

怒
ら
ば
、
学
校
で
の
勉
強
は
た
だ

知
識
、
技
術
だ
け
で
を
く
、
そ
れ

を
も
と
に
問
題
が
解
決
で
き
る
よ

う
を
「
学
習
の
仕
方
を
学
ぶ
」
も
の

で
な
く
て
は
役
に
立
た
な
い
、
農

業
で
儲
け
、
食
っ
て
い
く
の
怒
ら

尚
更
で
あ
る
と
農
家
の
主
婦
が
普

及
員
と
一
緒
に
を
っ
て
　
「
よ
そ
に

負
け
を
い
良
い
も
の
」
を
目
指
し

て
研
究
し
高
収
入
を
あ
げ
て
い
る

例
や
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
栽
培
、
水
耕
ト
マ

ト
栽
培
で
年
間
数
千
万
円
の
収
入

を
得
て
い
る
人
が
、
ア
メ
リ
カ
で
完

熟
後
一
カ
月
も
腐
ら
な
い
ト
マ
ト

が
作
り
出
さ
れ
、
新
た
な
研
究
を

余
儀
を
く
さ
れ
て
い
る
例
を
上
げ

て
生
き
残
る
た
め
に
は
学
習
す
る

こ
と
が
必
要
で
そ
の
方
法
も
自
分

で
見
出
す
力
が
備
わ
っ
て
い
を
い

と
い
け
な
い
と
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

平
均
寿
命
が
延
び
、
余
暇
時
間

の
増
大
で
生
涯
学
習
と
い
え
ば
高

齢
者
対
象
の
生
き
が
い
つ
く
り
の

よ
う
に
思
っ
た
り
し
ま
す
が
、
皆

が
楽
し
く
豊
か
に
生
き
る
た
め
だ

か
ら
高
齢
者
だ
け
に
限
っ
た
も
の

で
は
な
い
。
物
事
に
対
す
る
意
欲

は
健
康
で
心
の
ゆ
と
り
が
あ
っ
て

生
れ
る
。
や
っ
た
結
果
、
周
囲
の

▲実践発表の光景です

人
の
役
に
立
ち
、
認
め
ら
れ
、
任

せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
　
「
生
き

が
い
」
は
で
き
る
も
の
。
こ
の
よ

う
に
周
囲
の
支
え
も
あ
っ
て
で
き

る
も
の
だ
か
ら
生
涯
学
習
は
　
「
自

分
と
社
会
の
た
め
に
学
ぶ
も
の
」

⑳

だ
と
も
定
義
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

又
、
農
業
の
生
き
残
り
を
か
け

生
活
に
町
同
様
の
楽
し
さ
や
便
利

さ
が
あ
る
よ
う
に
工
夫
し
た
り
、

今
迄
の
発
想
を
転
換
し
て
　
「
息
子

に
妻
が
迎
え
ら
れ
る
島
」
で
知
ら

れ
る
山
口
県
豊
浦
の
島
や
米
作
を

や
め
て
馬
鈴
薯
作
り
に
取
り
組
み
、

五
〇
％
が
専
業
で
農
家
の
後
継
者

も
で
き
た
と
い
う
長
崎
県
南
串
山

町
な
ど
、
学
ぶ
こ
と
で
生
き
残
る

町
の
例
を
あ
げ
、
自
分
達
の
地
域

の
宝
捜
し
の
た
め
に
学
習
し
知
恵

を
出
し
合
お
う
。
学
習
は
楽
習
に

を
る
よ
う
に
と
講
演
を
し
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。

‖鋭

立 と 壬、′′ィ ラ 十＼‡ さけ ．二ミ‥こ集 、′‾ミ民

∴華 ‾三、、二二、二㌔．少 、二三サ ′ ．－■■ニィ ．

公
開
講
優

『
講
演
』

＊
と
き
　
平
成
八
年

一
月
十
三
日
（
土
）

＊
と
こ
ろ
　
米
子
市

文
化
ホ
ー
ル

＊
演
題
　
「
私
の
見
た

子
ど
も
の
世
界
」

＊
講
師
　
吉
岡
た
す
く

＊
活
動
歴
　
N
H
K

忘
母
さ
ん
の
勉
強
室
」

に
出
演
を
ど
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
は
、

教
育
委
員
会
へ

℡
7
5
－
2
2
2
3
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生涯学習基本テーマ

●
『
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』

十
二
月
中
旬
か
ら
二
カ
月
間
、

公
民
館
の
水
墨
画
教
室
の
作
品
を

展
示
い
た
し
ま
す
。

激

　

　

動

梢
に
残
っ
た
柿
の
実
が
、
時
雨

に
濡
れ
て
凍
え
て
い
ま
す
。

カ
レ
ン
ダ
ー
は
も
う
残
り
僅
か
、

今
年
も
一
年
が
終
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。

年
明
け
早
々
か
ら
天
変
地
異
ま

さ
に
激
動
の
年
と
い
っ
た
感
じ
の

幕
開
け
で
、
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
に
事

欠
か
を
い
毎
日
で
し
た
。
し
た
た

か
に
生
き
ぬ
い
て
い
く
人
々
の
た

く
ま
し
さ
と
、
心
の
す
き
間
に
入

り
込
む
「
教
え
」
と
言
う
名
の
悲

劇
に
翻
弄
さ
れ
る
若
者
た
ち
の
姿

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
生
き
る

こ
と
は
辛
い
な
と
し
み
じ
み
思
い

ま
し
た
。

さ
て
、
光
陰
矢
の
ご
と
し
と
か
。

こ
の
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
ど

う
精
進
を
続
け
る
か
…
…
な
ど
と

言
え
ば
古
く
さ
い
と
笑
わ
れ
る
か

も
知
れ
を
い
け
れ
ど
、
努
力
を
す

れ
ば
自
ず
と
高
い
評
価
が
生
れ
る

は
ず
、
時
間
は
万
物
に
平
等
で
す
。

ど
う
使
う
か
は
個
人
の
自
由
で
す

が
、
有
意
義
に
使
い
た
い
と
は
思

い
ま
せ
ん
か
？

物
語
や
小
説
ば
か
り
で
な
く
、

た
ま
に
は
教
育
書
や
文
学
全
集
を

読
ま
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

江
府
町
立
図
書
館
に
は
、
人
生

に
つ
い
て
、
又
倫
理
に
つ
い
て
な

ど
資
料
を
多
く
揃
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
の
生
活
の
参
考
書
と
し
て

活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
せ
で

す
。人
生
八
十
年
の
内
、
来
る
八
十

分
の
一
年
が
良
き
年
で
あ
る
こ
と

を
祈
り
を
が
ら
、
残
り
少
な
い
カ

レ
ン
ダ
ー
を
め
く
る
こ
と
と
し
ま

す
。

平
成
8
年
が
皆
様
に

と
り
、
幸
せ
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
。

ト
バ
ラ
の
花
の
作
品
で
す
。

〟

○

り

』

説
）

○
北
の
駅

○
薔
薇
作
戦

○
徴
り
ね
え
奴

内
海
隆
一
郎

谷
　
　
恒
生

清
水
　
一
行

（
エ
ッ
セ
イ
）

○
し
つ
く
あ
つ
め
て
▲
な
′
九
　
の

南
野
　
雅
子

○
ピ
ア
ノ
一
丁
　
　
国
府
　
弘
子

○
風
の
よ
う
に
返
事
の
な
い
電
話

渡
辺
　
淳
一

〇
恋
の
か
ら
騒
ぎ
　
日
本
テ
レ
ビ

○
紳
助
の
H
・
愛
∴
ン
ヨ
ー
ク

島
田
　
紳
助

〇
月
の
女
・
太
陽
の
女青
山

新
（
小

○
誘
拐
老

○
介
子
推

○
ら
せ
ん

○
黒
衣
の
騎
士

○
も
の
の
か
た
り

○
恋
を
し
ま
く
れ

図
　
書

折

原

　

一

宮
城
谷
昌
光

鈴
木
　
光
司

水
野
　
　
良

梅
原
　
　
猛

田
嶋
　
陽
子

○
テ
ト
リ
ス
ト
の
パ
ラ
ソ
ル

○
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ラ
イ
ト

山
藍
紫
姫
子

○
敵
は
本
能
寺
に
あ
ら
ず新
宮
　
正
春

栗
本
　
薫
他

（
政
　
　
　
治
）

○
特
別
指
名
手
配
　
タ
イ
ム
ラ
イ
フ

○
気
遣
い
心
遣
い
　
内
海
　
好
江

○
成
功
へ
の
挑
戦
　
成
川
　
豊
彦

○
円
高
災
害
格
安
パ
ニ
ッ
ク

浅
井
　
　
隆

○
へ
た
を
頭
の
使
い
方
で
一
生
を

終
わ
る
な
　
　
　
鈴
木
　
健
二

〇
ク
ー
デ
タ
ー
前
夜ア
レ
キ
サ
ン
ド

（
雑
　
　
　
学
）

○
ひ
と
駅
の
間
に
知
的
に
な
る

中
谷
　
彰
宏

○
心
の
ケ
ア
と
災
害
心
理
学

藤
森
　
和
美

○
栗
田
式
「
超
」
健
康
法栗
田
　
健
一
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鮨
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交通事故に限らず、詐欺、横領、

傷害をどの犯罪で被害を受け、犯

人を訴えたが検察官がその事件を

裁判にかけてくれをいので不服の

ある方など。

このようを場合は、検査審査会

にご相談ください。

申立には、一切費用はかかりま

せん。秘密は固く守られます。

■お問い合わせ先

米子市西町62番地

鳥取地方裁判所米子支部内

米子検察審査会事務局

℡0859－22－2205

年末・年始の交通事故

キャンペーン

12月11日～1月9

年末・年始の期間は、自動車に

よる帰省などの機会が増え、長距

離運転による疲れから交通事故が

多く発生しています。

運転者は、ゆとりある運転を心

掛けるとともに交通ルールをしっ

かり守りましょう。

あなたの写真をポスターに

■ねらい

交通安全をテーマとして写真コ

ンテストを通じて、交通安全意識

の高揚を図るとともに、応募作品

州FOR凧AT10吋l

お知らせ

のをかから交通広報用ポスターを

どを選んで事故防止に役立てるも

のです。

■写真のテーマ

・正しい交通ルールとマナーを守

るよう訴える作品

・安全運転管理活動を扱った作品

・交通事故の危険性を訴える作品

・交通安全行事などを扱った作品

●写真の大きさ

カラーまたは白黒プリント（キ

ャビネ以上四つ切まで）

■応募しめ切り

平成8年1月20日仕）

■送り先

〒680鳥取市西町1の202

亀井堂ビル内

鳥取県安全運転管理者協議会連

合会事務局

℡0857－27－0450

■発表

平成8年2月下旬（本人に直接

通知し、新聞に発表）

■表彰

・知事賞

・警察本部長賞

・安全運転運行管理者協議会連合

会長賞など

●その他

申込書は役場総務課にあります

ので、お問い合わせください。

MFOR抽AT10かl

r≡≡器：…コ
12月20日

産業別最低賃金
最低賃金額

1 日 1 時間

電気機械器具

製 造 業

円 円

5，160 6 4 5

各 種 商 品

小 売 業

円 円

4 ，969 6 2 2

■お問い合わせ先

米子労働基準監督署

℡0859－34－2231

［記号欝警莞讐警警禁
法務省

申　 請　 内　 容 手数 料金 額

戸籍の謄抄本または
1 通　　 450円

記録 事項証明書

除籍の謄抄本 または
1 通　　 750円

記録 事項証明書

戸籍に記載 した事項 証明事項 l 件

に関 す る証明 350円

除 籍 に記 載 した事項 証明事項 1 件

に関す る証明 450円

届 出 ・申請の受理証

1 通　　 350円
明 書 または届書 その他

の書類の記載事項の証

明書

上質紙 を用いた受理
1 通　 1 ，400円

証 明書 （婚姻など）

届書その他の書類の
書類 1件 350円

閲 覧

tl心
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プ芸。了
●米子税務署●

給与・賞与に係る源泉所得税の

納期限は次のとおりです。

【毎月納付の方】

平成7年12月分

納期限　平成8年1月10日

【納期特例の方】

平成7年7月～12月分

納期限　平成只年1月10日

【納期特例の方で延長申請をされ

ている方】

平成7年7月～12月分

納期限　平成8年1月22日

（平成7年12月31日現在で国税の

滞納がをい方に限られます）

子どもの人権を守ろう

12月10日は「人権デー」です。こ

れは、1948年（昭和23年）のこの日

に世界人権宣言が国連で採択され

たことを記念し、定められました。

梓に、今いじめの問題が大きく

取り上げられています。一人ひと

りが未来ある子供たちのために子

供の人権を守りましょう。

■いじめに関するお問い合わせ

いじめ110番℡0857－27－3751

▲困ります路上駐車ノ／

（昨年の冬、江尾駅前に路上駐車

していた自動車のため、駅前の除

雪作業が大変迷惑しました）

丁やめ憲二
積雪の季節を迎えました。

この時期、一番困るのは路上駐車

です。路上駐車は道路をどの除雪

をはじめ火災をどの非常事態の時

に消防自動車や救急車が通行する

ことができず、消火活動ができま

せん。「これぐらいをら、いいので

は」というドライバーの甘えの心

が大惨事を引き起こすことがあり

ます。

自動車は所定の場所に必ず駐車

するようにしましょう。

行事あれこれ12月

検察書査会を
知っていますか

』検察審査会とは？

検察審査会は、検察官の仕事に

国民のありのままの声を反映させ

るために設けられた制度です。

審査員は、選挙権を持っておら

れる皆さんのをかからくじ引きで

選ばれるしくみに在っています。

■検察審査会はどんなことをしま

すか？

例えば、だれかが交通事故に遇

い、警察や検察庁は、相手の運転

二∴一三∴一言二雪
そのまま終ってしまい、どうも納

得できをいと不満を持たれた方や

事故直後には見舞いにきて、賠償

金を払うと約束し、誠意を示して

いた相手が、その後、約束を守ら

ないばかりか、「警察や検察庁で

は責任がないと認めている」と言

って、手の平を返すようを態度に

出て、一向に取り合ってくれず、

そのまま泣き寝入りを余儀なくさ

れているようを場合。

日　 付 行　 事　 予　 定 日　 付 行　 事　 予　 定

1 2／1 1（月）甘酒茶屋運営委貞会　　　 ■
西部町村会

18（月）
欄丁議会 （18日～21日）

12㈹ 除雪区長会、奥大山振興㈱役員会
交通安全街頭指導

19伏）
町議会

13（申 民生委員会初会議 20（姻 町議会
乳幼児相談 江府中学校・米沢小学校終業式

14休）土地改良総会
日野病院町移管知事陳情

2 1休）
町議会 （閉会）

1 5（劫
水田営農括性化対策会議（鳥取市） 22（釦

16出 23仕）

1 7（日）
奥大山スキー場開き 24（日）

3日監
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10月24日～11月30日

●お誕生おめでとう
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催
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（保護者）

幸　男

輝　寛

秀

隆

●ご結婚を祝します

警芸尾霊芸）
浦部　　学

上田　敬子

梅林　明宏

片岡真由美

中田　美樹

本多　　昭

宇田　正彦

西村　　恵

神本　博行

角田　美穂

田子　睦夫

加藤　紀乃

森田　広範

萩原　恵子

南波　昭彦

相良　香織

藤原　一彦

森木　直美

森田　幸書

篠村　芳美

石田　政己

加藤　規子

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

琵山霊警）

二

巧

誠

文

東京都練馬区

武庫から

洲河崎

福岡県福岡市から

江尾

日野郡溝口町から

御机

日野郡日南町から

下安井

米子市から

西伯郡淀江町

武庫から

米子市から

武庫

貝田

広島県福山市から

俣野

大阪市から

俣野

米子市から

貝田

西伯郡会見町から

島根県八束郡東出雲町

俣野から

大阪府藤井寺市

宮市から

●ごめい福を祈ります

（住所）（氏　名）（年齢）（世帯主）

本　一　八加部ふさ子　86歳　銀市

新　二　遠藤　規子　45歳　政昭

久　連　生田　久代　91歳　芳人

半ノ上　堀田　　緑　87歳　　緑

西　成　小澤　膵稔　85歳　等正

本　四　下村　一代　96歳　一代

柿　原　奥田　敏明　67歳　敏明

本　五　西村とよの　82歳　一男

袋　原　清水さだこ　85歳　忠良

局毎習掲守

イルカといっしょにや沙留⑲

泳ぎたい

株式会社まるは勤務　宮本留美子さん（23歳）

＊今の仕事の内容は？

コンピューターで売り上げなど

の入力をしています。

今、仕事はとっても楽しいです。

＊趣味は？

茶道、テニス、ドライブです。

＊行ってみたい所は？

海外では、オーストラリア。

国内では、北海道。

広い所が好きをんです。

＊今、やってみたいことは？

できたら、イルカといっしょに

泳ぎたい。

＊好きな男性のタイプは？

なんでも過ぎる人はいやをので、

信念をもっている人です。

タレントでいえば、的場浩司。

＊町にのぞむことは？

町は大好きです。通勤時間が長

過ぎるのがちょっと‥・。

詣
三
日
紹
ご
出

▼
取
材
中
に
　
「
編
集
後
記
は
読
ん

で
る
ぞ
」
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
そ

う
聞
く
た
び
に
と
て
も
複
雑
を
気

持
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な

に
読
ん
で
い
た
だ
く
の
な
ら
、
も

っ
と
ユ
ニ
ー
ク
を
も
の
を
と
鈍
筆

を
振
っ
て
書
こ
う
と
思
う
。
そ
の

反
面
、
他
の
紙
面
は
素
通
り
を
の

か
と
ふ
と
頭
を
よ
ぎ
る
。
▼
折
し

も
、
忘
年
会
の
盛
ん
を
時
、
自
慢

の
の
ど
や
芸
を
披
露
さ
れ
る
方
も

あ
る
と
思
う
が
、
「
安
易
を
小
手
先

の
出
し
物
や
受
け
ね
ら
い
の
も
の

は
ご
用
心
〃
‥
素
直
を
あ
り
の
ま
ま

の
出
し
物
こ
そ
共
感
を
呼
ぶ
も
の
」

と
は
芸
の
鉄
人
の
格
言
。
編
集
後

記
も
あ
り
の
ま
ま
に
、
感
じ
る
ま

ま
に
取
材
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

来
年
も
お
届
け
し
た
い
と
思
う
。

そ
れ
で
は
少
し
早
い
で
す
が
、
よ

い
お
年
を
…
。

世帯数1，254世帯（－4）人口4，491人（－3）男2，131人ト5）女2，360人（＋2）（）は前月比10月末（16）
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